
1.5 μm通信波⾧帯の周波数安定化レーザーは、光通信システムの周波数標準や
光周波数コムの周波数基準など様々な場面で必要とされている光源である。しかしな
がら、現在標準となっているアセチレン安定化レーザーは、基準として用いる分子の吸収
線が弱いことに起因して周波数安定度が悪く、外乱に対して脆弱という欠点がある。一
方で、ヨウ素分子は波⾧500 nmにおいて強い吸収線を有し、周波数安定化の基準
に適している。そこで本研究では、導波路型デュアルピッチPPLNという非線形光学結
晶を用いて通信波⾧帯レーザーの3倍波発生を行い、ヨウ素分子の吸収線に対して周
波数安定化することを行った。開発した安定化レーザーは天文コムに実装している。
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